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Kleine， JZ 66 = Kleine， Bemerkungen zum neuen Urheber-

rechtsgesetz， JZ 66， 289_ 

Metzger=Metzger， Die private Tonbandvervielfaltigung， GR 

UR 66， 253. 

l¥制1fing=Mahring， Gutachten， in Magnettongerate und 

Urheberrecht， 1952. 

Reichard=Reichard， Die Vergutungspflicht fur private Ton-

bandaufnahmen nach dem neuen Urheberrechtsgesetz， Ufita 

65， 84 ff. 

Reimer， Rechtsgutachten=Reimer， Rechtsgutachten， in 

tags-Drucksache IV /270. 

Bemerkungen=Erlautende Bemerkungen zu dem Ministerial-

entwurf eines Gesetzes uber Urheberrecht und Verwandte 

Schutzrechte， Entwurfe des Bundesjustizministeriums zur 

Urheberrechtsreform， Verlag Bundesanzeiger， 1959. 

Bussmann=Bussmann， Gutachten， in Magnettongerate und 

Urheberrecht， 1952. 

Conradt=Conradt， Verfassungsrechtliche Bedenken gegen !i 53 

Abs. 5 des Urheberrechtzgesetzes v. 9・9・1965，NJW 66， 

919. 
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Magnettongerate und Urheberrecht， 1952. 

Reimer， Nachtrag = Reimer， Nachtrags-Gutachten， in Mag-

nettongerate und Urheberrecht， 1952. 

Runge=Runge， Gutachten uber das Selbstau[nahme in seinen 

Beziehungen zum Urheberrecht， in Magnettongerate und 

Urheberrecht， 1952. 

Schulze， Kommentar=Schulze， Urheberrechtzkommentar， 1962. 

Ulmer， Einleitung = Ulmer， Einleitung， in Magnettongerate 

und Urheberrecht， 1952. 

Ulmer， Ufita= Ulmer， Das neue deutsche Urheberrechtsgesetz， 

Ufita 65， 18 ff. 

Ulmer. Urhcberrecht= Ulmcr， Urheber-und Verlagsrecht， 1960. 

de Boor， Gutachten=de Boor， Gutachten uber Magnetophon 

und Urheberrecht， in Magnettonger品teund Urheberrecht， 

1952. 

Flume= Flume， Die private Tonbandaufnahme-Rechtsverglei-

chung und Urheberrechtsabkommen， JZ 64， 314. 

Hubmann， Anmerkung=Hubmann， Anmerkung， uber Schulze 

BGHZ 112. 

iIubmann， NJW = Hubmann， Das neue Urheberrecht， NJW 

65， 2129 ff. 

Hubmann， Urheberrecht=Hubmann， Urheber-und Verlagsre-

cht， 1959. 

Kleine， JZ 64=Kleine， Die Regierungsvorlagen zur Urheber. 

rechtsreform und das geltende Urheberreじht，JZ 64， 1. 



序

著
作
物
は
そ
れ
を
創
作
し
た
著
作
者
の
権
利
財
と
な
る
と
同
時
に
、

人
類
共
通
の
文
化
遺
産
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
著
作
物
の

も
つ
二
面
性
は
、
当
然
に
、
私
権
と
し
て
の
著
作
権
に
一
定
の
制
限
の
あ
る

こ
と
を
予
測
さ
せ
る
o

著
作
権
が
社
会
的
拘
束
に
基
づ
く
一
定
の
制
限
を
そ

の
内
在
的
制
約
と
し
て
是
認
せ
ら
る
べ
き
権
利
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
の
は

私的利用を目的とする音楽著作物のテープ録音

か
か
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
著
作
権
の
制
限
の
例
と
し

へ
1
〕

(
2
u

て
、
各
国
は
、
著
作
物
の
私
的
利
用
、
教
育
目
的
の
た
め
の
使
用
、
官
公
庁

〔

3
)

に
よ
る
特
定
の
目
的
の
た
め
の
使
用
な
ど
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
著

(
4
)
 

作
者
の
許
諾
を
要
し
な
い
と
し
、
さ
ら
に
は
著
作
権
に
保
護
期
聞
を
設
け
て

期
間
経
過
後
の
自
由
利
用
を
承
認
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
例
に
な
ら
え
ば
、
い
ま
本
稿
で
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て

い
る
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
音
楽
著
作
物
の
テ
l
プ
録
音
も
、
こ
れ
が

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
占
有
者
の
家
庭
内
で
専
ら
私
的
利
用
の
た
め
に
録
音

再
生
さ
れ
る
場
合
に
は
、
著
作
権
の
制
限
の
一
例
に
あ
た
る
も
の
と
し
て

著
作
者
の
許
諾
を
要
す
る
こ
と
な
く
自
由
に
な
し
う
る
と
解
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
わ
が
著
作
権
法
は
「
発
行
ス
ル
ノ
意
思
ナ
ク
且

器
械
的
叉
ハ
化
学
的
方
法
ニ
依
ラ
ス
シ
テ
複
製
ス
ル
コ
ト
」
を
条
件
と
し
て

利
用
者
の
自
由
利
用
を
認
め
て
お
り
(
巨
4
尚
一
)
、
こ
の
規
定
の
趣
旨
か
ら
す

れ
ば
、
音
楽
著
作
物
の
テ
i
プ
録
音
は
た
と
え
そ
れ
が
私
的
利
用
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
著
作
者
の
許
諾
が
な
け
れ
ば
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。
だ
が
、
こ
の
規
定
に
対
し
て
は
「
今
日
に
お
け
る
複
写
装
置
、
録
音
装
置

等
の
発
達
・
普
及
に
よ
り
実
状
に
即
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
複
製
手
段

{
K
u
-

を
手
写
等
に
限
定
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
」
と
の
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
昭
和
四
一
年
四
月
二
一
日
の
著
作
権
制
度
審
議
会
答
申
は
、

「
〈
器
械
的
ま
た
は
化
学
的
方
法
〉
に
よ
ら
な
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
現
行
法

を
改
め
、
複
製
手
段
を
問
わ
ず
、
発
行
す
る
意
思
が
な
い
こ
と
、
営
利
の
目

的
を
有
し
な
い
こ
と
、
も
っ
ぱ
ら
私
的
な
利
用
に
供
す
る
目
的
で
あ
る
こ
と

等
を
基
準
と
し
て
、
個
人
的
使
用
お
よ
び
家
庭
内
そ
の
他
特
定
か
つ
閉
鎖
的

な
範
囲
に
お
け
る
使
用
に
つ
い
て
の
自
由
利
用
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
の
が

(
6
)
 

適
当
で
あ
る
」
と
の
結
論
を
出
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
方
向
で
著
作

権
法
の
改
正
が
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
他
の
立
法
例
と

同
様
に
、
私
的
利
用
の
た
め
の
音
楽
著
作
物
の
テ
l
プ
録
音
に
は
著
作
権
者

の
許
諾
を
要
し
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

だ
が
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
著
作

物
の
自
由
利
用
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
作
者
の
利
益
を
不

北法17(2・89)259 



手ヰ

当
に
侵
害
す
る
よ
う
な
結
果
、
か
生
ず
る
ニ
と
を
、
で
き
る
か
ぎ
り
排
除
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
近
年
に
お
け
る
機
械
技
術
の
進
歩
は

資

私
的
利
用
の
た
め
の
複
製
手
段
を
も
高
度
化
し
た
。
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー

は
、
フ
ォ
ト
・
コ
ピ
!
と
並
ん
で
、
そ
の
最
も
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
必
然
的
に
、
私
的
利
用
の
た
め
の
複
製
手
段
と
し
て
手
写
の
み
が
考
え

ら
れ
て
い
た
時
代
の
「
著
作
権
の
制
限
」
の
規
定
に
再
考
を
迫
る
こ
と
と
な

ろ
う
。
と
く
に
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
場
合
、
そ
の
操
作
の
簡
単
な
こ

と
、
録
音
効
果
が
完
墜
に
近
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
事
由
に
よ

一
般
家
庭
へ
の
普
及
の
度
合
は
突
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の

結
果
、
私
的
利
用
を
目
的
と
す
る
音
楽
著
作
物
の
テ
l
プ
録
音
の
た
め
に
、

り著
作
権
者
の
財
産
的
利
益
が
|
|
レ
コ
ー
ド
の
売
行
き
の
減
少
な
ど
に
よ

り
ー
ー
著
し
く
損
わ
れ
る
と
い
う
事
態
も
生
じ
か
ね
な
い
現
状
で
あ
る
。
将

来
、
録
音
技
術
が
い
っ
そ
う
進
歩
し
、
ま
た
こ
の
機
器
の
価
格
が
低
廉
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
か
か
る
危
倶
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
。
か
よ
う
な
事
態
を
放
置
し
て
お
い
て
は
著
作
権
者
の
利
益
保
護
を
第
一

目
的
と
す
る
著
作
権
制
度
の
趣
旨
に
著
し
く
反
す
る
結
果
と
な
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
著
作
権
法
改
正
の
際
に
は
、
単
に
、
著
作
物
の
自
由
利
用
の
範
聞
を

拡
大
し
て
、
私
的
利
用
の
た
め
の
著
作
物
の
テ
l
プ
録
音
に
著
作
者
の
許
諾

を
要
し
な
い
と
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
と
同
時
に
著
作
権
者
の
財

産
的
利
益
の
喪
失
を
防
ぐ
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
手
段
を
講
じ
た
ら
よ
い

か
、
を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

」
の
問
題
に
関
し
て
充
分
な
配
慮
を
な
し
た
唯
一
の
立
法
例
は
、

(の
2
2
N
E
r
q
dユ
目
「

2
円
ゅ
の
宮
己
昆

(
7
V
(
8〕

2
2
2
L
z
m円
r
E
q
R
Z。〈
C

ヨ
由
・
∞
名
丹
市
B
r
q
呂
町
印
)
で
あ
る
。
同
法

は
、
著
作
物
の
私
的
利
用
に
著
作
者
の
同
意
を
要
し
な
い
と
の
原
則
を
掲
げ

た
の
ち
(
語
条
)
、
五
三
条
五
項
で
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

一
九
六
五
年
制
定
の
西
独
著
作
権
法

「
著
作
物
の
種
類
に
よ
り
、
放
送
を
録
画
物
(
回
】
一
仏
門
「
叫
仲
間
百
)
ま
た
は
録
音

物
(
寸

g
E
m
o円
)
に
収
録
し
、
ま
た
は
録
画
物
、
録
音
物
に
転
写
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
私
的
利
用
の
た
め
に
複
製
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
は
、
そ
の
著
作
物
の
著
作
者
は
、
そ
の
よ
う
な
複
製
の
実
施
に
適
し

た
機
器
の
製
作
者
に
対
し
て
、
か
か
る
機
器
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
生

ず
る
か
か
る
複
製
の
可
能
性
の
た
め
に
、
報
酬
の
支
払
を
請
求
す
る
権
利

を
有
す
る
。
機
器
が
こ
の
法
律
の
施
行
区
域
内
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
な

い
場
合
に
は
、
機
器
を
こ
の
法
律
の
施
行
区
域
内
に
業
と
し
て
輸
入
し
た

者
が
製
作
者
と
並
ん
で
連
帯
債
務
者
と
な
る
。
た
だ
し
、
か
か
る
機
器
が

」
の
項
に
掲
げ
る
複
製
の
実
施
の
た
め
に
、
こ
の
法
律
の
施
行
区
域
内
で

は
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
各
般
の
事
情
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
か
ぎ
り
、
詰

北法17(2・90)260



求
権
は
管
理
団
体
(
〈

q
去に

E
】町長
E
主
主
E
P
)

を
通
じ
て
の
み
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
報
酬
と
し
て
は
、
各
権
利
者
に
、
製
作
者
が
機
器
の

販
売
か
ら
得
た
収
入
の
相
当
な
部
分
が
与
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
が
、
第

八
四
条
、
第
八
五
条
第
三
項
お
よ
び
第
九
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く

権
利
を
含
め
、
全
権
利
者
の
報
酬
請
求
権
の
総
額
は
、
機
器
の
販
売
収
入

〈

9
)

の
百
分
の
五
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

」
の
規
定
は
、
従
来
施
行
さ
れ
て
い
た
一
九

O
一
年
の
「
文
学
的
お
よ
び

私的利用を目的とする音楽著作物のテープ録音

美
術
的
著
作
物
の
著
作
権
に
関
す
る
法
律
」

(
L
U
G
)

一
五
条
が

ー「

① 

権
利
者
の
許
諾
な
き
著
作
物
の
複
製

2
0
2
E
E
z
m
g間
)
は
、

そ
の
方
法
の
如
何
を
問
わ
ず
、

一
部
た
る
と
数
部
た
る
と
を
問
わ
ず
、
許

さ
れ
な
い
。

② 

私
的
利
用
の
た
め
の
複
製

2
2〈
E
E
C
m
g四

2
5
胃
B
U口一
H
a

円

roロ
C
ゆ

r
g戸
口
『
)
は
、

そ
れ
が
財
産
的
利
益
の
取
得
を
目
的
と
し
な
い

か
、
ぎ
り
許
さ
れ
る
。
」

と
規
定
し
て
い
た
の
を
、
と
く
に
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
私
的
利
用
の

た
め
の
テ
l
プ
録
音
を
考
慮
し
て
変
更
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の

点
の
改
正
は
、
著
作
権
法
の
改
正
作
業
中
、
最
も
争
わ
れ
た
問
題
の
ひ
と
つ

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
の
大
幅
な
改
正
が
な
に
を
機
縁
と

し
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
制
定
さ
れ
た
か
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
検
討

し
、
さ
ら
に
今
後
に
残
る
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
わ
が
著
作
権
法
改
正
の
ひ

と
つ
の
資
料
と
し
た
い
。

(
1
)

た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
(
六
条
一
項
、
九
条
一
項
)
、
フ
ラ
ン
ス
(
四

一
条
一
号
、
二
号
)
、
イ
タ
リ
ア
(
六
八
条
)
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
(
四
二

条
)
、
ト
ル
コ
(
三
八
条
)
な
ど
。

(

2

)

ベ
ル
ス
条
約
ロ

1
7
規
定
(
一

O
条
)
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
規
定
(
一

O
条

二
項
)
の
ほ
か
イ
ギ
リ
ス
(
六
条
六
項
、
四
一
条
1

フ
ラ
ン
久
(
四
一

条
三
号
)
、
イ
タ
リ
ア
(
七

O
条
)
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
(
四
五
条
一
項
、

二
項
、
五
一
条
、
五
四
条
三
号
、
四
号
)
、
ト
ル
コ
(
一
三
二
条
一
項
、

三
四
条
)
な
ど
。

(

3

)

た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
(
六
条
四
項
、
九
条
七
項
、
ご
一
一
条
六
項
、

一
四
条
九
項
)
、
イ
タ
リ
ア
〈
六
七
条
)
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
〈
四
一
条
)
、

ト
ル
コ
(
二
一

O
条
)
な
ど
。

(

4

)

そ
の
ほ
か
に
も
、
学
術
研
究
の
呂
的
の
た
め
の
使
用
、
慈
善
目
的
の

た
め
の
使
用
、
図
書
館
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
複
製

な
ど
が
著
作
権
の
制
限
の
例
と
し
て
各
国
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

5

)

著
作
権
制
度
審
議
会
答
申
説
明
書
(
昭
和
四
一
年
七
月
)
四
一
頁
参
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料

照。

(

6

)

著
作
権
制
度
審
議
会
答
申
(
昭
和
四
一
年
四
月
〉
一
四
頁
。

(

7

)

西
独
以
外
の
各
国
で
は
私
的
テ
l
プ
録
音
は
著
作
者
の
許
認
を
要
し

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
〈
包
・

2
Z
2
P
]
N
E
W
ω
Z
R
.

(

8

)

西
独
の
新
著
作
権
法
は
一
九
六
六
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い

ヲ
心
。

(

9

)

こ
の
規
定
の
訳
は
、
著
作
権
資
料
協
会
・
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
著
作

権
及
び
隣
援
権
に
関
す
る
法
律
(
資
料
3
)
に
拠
っ
た
。

資

G
E
M
A
の
回
章
を
め
ぐ
る
争
い

音
楽
的
著
作
物
の
著
作
者
か
ら
演
奏
権
お
よ
び
機
械
的
複
製
権
の

管
理
を
委
ね
ら
れ
て
い
る

G
E
M
A

(。mm何一一
mnrm凶
『

け

『

巳

門

E
巳
包

}
S一Mm円
ro

〉
え
E
7
2
E
m守
口
口
門

-
B巾
円

}Mm凶
Emmuy角
川
〈
日
〈

E

E
一円筒

E
d
m
2
2
r円
)
は
、

五

O
年
三
月
、
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
製
作
者
お
よ
び
販
売
業
者
、
劇
場
等

に
回
章
を
発
し
、
ラ
ジ
オ
放
送
ま
た
は
レ
コ
ー
ド
演
奏
を
テ
l
プ
・
レ
コ
l

ダ
ー
に
よ
っ
て
録
音
す
る
こ
と
は
、
著
作
者
の
権
利
、
レ
コ
ー
ド
製
作
者
お

よ
び
放
送
企
業
者
の
権
利
を
侵
害
寸
る
も
の
で
あ
る
旨
を
警
告
し
た
。

こ
れ
に
対
し
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
を
製
作
し
て
い
る
あ
る
電
機
会
社

は
、
ラ
イ
マ
l
(
列
企
ヨ
日
)
の
意
見
蓄
を
根
拠
に
こ
れ
に
反
論
を
加
え
た
。

ラ
イ
マ
!
の
見
解
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

G
E
M
A
の
同
章
は

L
U
G
一
五
条
二
項
に
言
及
し
て
い
な
い
が
放
に
不
完
全
で
あ
る
。
間
条
に

よ
れ
ば
当
然
に
、
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
貫
主
は
自
己
の
家
で
放
送
を
録

音
し
、
こ
れ
を
再
生
す
る
権
利
を
有
す
る
し
、
ま
た
同
様
に
、
レ
コ
ー
ド
を

テ
ー
プ
に
吹
込
む
こ
と
も
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
テ

l
プ
・

レ
コ

I
タ
l
の
販
売
業
者
が
彼
の
応
内
で
顧
客
の
た
め
に
録
音
・
再
生
し
て

み
せ
る
こ
と
も
著
作
権
侵
害
と
は
な
ら
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
)

こ
の
よ
う
な
ラ
イ
マ

l

の
意
見
に
対
し
、

G
E
M
A
側
に
立
つ
パ
ウ
ム

(∞E
E
)
は
次
の
よ
う
に
反
駁
し
た
。
回
章
が

L
U
G
一
五
条
二
項
に
言
及

し
な
か
っ
た
の
は
、
音
楽
著
作
物
の
テ
l
プ
録
音
が
同
条
項
に
該
当
し
な
い

と
考
え
た
が
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九

O
一
年
の
著
作
権
法
の
制
定

の
際
に
、
私
的
目
的
の
た
め
の
演
奏
の
固
定
を
自
由
に
す
る
か
否
か
に
つ
い

九

て
立
法
者
は
全
く
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
レ
コ
ー
ド
ま

た
は
放
送
を
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
録
音
す
る
場
合
に
そ
う
い
え

る
。
し
た
が
っ
て
同
条
項
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
立
法
者
の
顧
慮
し
て
い

な
い
こ
れ
ら
の
複
製
方
法
を
同
条
項
に
い
う
複
製
に
含
め
る
の
は
妥
当
で
は

な
く
、
著
作
物
の
単
純
な
複
製

i
lた
と
え
ば
筆
写
|
|
し
か
カ
ヴ
7
1
し

(
2
)
 

な
い
も
の
と
考
え
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

バ
ウ
ム
の
見
解
に
対
し
、
ラ
イ
マ
ー
は
さ
ら
に
再
反
論
を
試
み
て
い
る
。

一
九

O
一
年
の
法
制
定
の
際
に
立
法
者
は
レ
コ

l
ト
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
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考
慮
に
入
れ
ず
、
ま
た
放
送
に
つ
い
て
は
全
く
考
慮
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
正
当
で
あ
る
。

L
U
G
一
五
条
二
項
は
新

3
-
d論

争
ム
ム
μ

し
い
技
術
の
種
々
の
形
態
に
す
で
に
適
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
こ
の
規

定
の
適
用
領
域
が
一
九

O
一
年
当
時
の
技
術
の
発
展
段
階
だ
け
に
制
限
さ
れ

る
と
は
誰
も
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
規

定
を
限
定
的
に
解
す
る
必
要
は
な
い
。
一
五
条
二
項
の
意
味
は
、
著
作
者
の

権
利
が
他
人
の
私
的
領
域
に
侵
入
し
え
な
い
こ
と
を
一
不
す
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ

私的利用を目的とする音楽著作物のテープ録音

故
に
、
著
作
物
を
家
の
中
で
私
的
利
用
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
に
は
、
た

と
え
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
種
類
の
複
製
で
あ
れ
、
利
用
者
の
自
由
に
な
し
う

る
も
の
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
同
項
は
著
作
物
を
ペ
ン
や

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
複
写
す
る
か
、
あ
る
い
は
よ
り
現
代
的
な
技
術
手
段
に

(
3
)
 

よ
り
複
製
す
る
か
に
全
く
無
関
係
に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
見
解
に
対
し
て
パ
ウ
ム
は
再
び
反
日
以
を
加
え
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

L
U
G
一
五
条
二
項
を
制
限
的
に
解
釈
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
学
説
・
判

例
と
も
に
争
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
判
例
理
論
に
よ
れ
ば
、
法

制
定
の
際
に
既
に
知
り
、
ま
た
は
知
り
う
べ
か
り
し
複
製
手
段
に
つ
い
て
の

み
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

一
九
四
七
年
ス
イ
ス
で

開
発
さ
れ
た
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
録
音
を
こ
こ
に
含
め
る
の
は
不
(
4
)
 

当
で
あ
り
、
同
条
項
の
適
用
は
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
な
よ
う
に
、

G
E
M
A
の
回
章
に
端

を
発
し
、
バ
ウ
ム
対
ラ
イ
マ

l
の
論
争
に
発
展
し
た
G
E
M
A
と
電
機
会
社

と
の
争
い
は
、
私
的
利
用
の
た
め
の
音
楽
著
作
物
の
テ
l
プ
録
音
が
L
U
G

一
五
条
二
項
に
い
う
複
製
(
〈
常
三
巴

E
t
m
E
m
)
に
含
ま
れ
る
か
否
か
の
た

だ
一
点
に
問
題
が
集
約
さ
れ
た
感
が
深
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
パ
ウ

ム
、
ラ
イ
マ
l
以
外
に
も
意
見
を
述
べ
た
者
は
多
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
音
山

見
は
、
理
由
づ
け
に
相
違
こ
そ
あ
れ
、
結
論
に
お
い
て
は
パ
ウ
ム
ま
た
は
ラ

イ
マ

l
の
い
ず
れ
か
一
方
に
く
み
し
て
い
る
。
い
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
論
拠
を
整

理
す
れ
ば
大
要
次
の
如
く
な
る
。

)
 

J
1
 

(
 

L
U
G
一
五
条
二
項
の
「
複
製
」
に
は
テ
l
プ
録
音
が
含
ま
れ

な
い
と
す
る
説
の
論
拠

)
 
l
 
(
 
複
製
と
改
作
(
出

E
手

2
5四
)
と
は
厳
密
に
は
区
別
す
べ
き
で
あ

ス
U

。
一
五
条
二
項
で
著
作
物
利
用
者
の
自
由
利
用
が
許
さ
れ
て
い
る
の
は
、

複
製
で
あ
っ
て
改
作
で
は
な
い
。
い
ま
問
題
と
な
っ
て
い
る
著
作
物
の
テ
l

プ
録
音
は
改
作
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
同
法
一
二
条
二
項
五
号
に
よ
っ
て
常
(5) 

に
著
作
者
の
許
諾
を
要
す
る
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
ル
ン
ゲ
)
。

川
一
五
条
二
項
は
一
項
の
例
外
規
定
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
狭
く
解
釈
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
解
釈
の
基
準
は
法
の
目
的
お
よ
び
立
法
者
の
意
思
に

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

一
九

O
一
年
の
立
法
当
時
、
立
法
者
の
念
頭
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料

に
お
い
た
一
五
条
二
項
の
復
製
の
概
念
に
は
テ
l
プ
録
音
は
入
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
除
外
す
べ
き
で
あ
る
(
メ
ー
リ
ン
グ
)
。

似
立
法
当
時
、
立
法
者
が
一
五
条
二
項
の
複
製
に
該
当
す
る
と
考
え
た

の
は
、
音
楽
著
作
物
に
つ
い
て
い
え
ば
楽
譜
の
筆
写
だ
け
で
あ
る
。
も
し
か

資

り
に
テ
i
プ
録
音
が
楽
譜
の
筆
写
と
同
程
度
の
著
作
物
利
用
方
法
で
あ
る
な

ら
ば
、
同
項
の
適
用
の
可
能
性
は
二
応
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
両

者
の
聞
に
は
、
①
筆
写
の
場
合
に
は
音
譜
を
充
分
に
理
解
し
う
る
人
に
よ
っ

て
の
み
利
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
テ
ー
プ
録
音
の
場
合
に
は
テ
1
プ
・
レ
コ

ー
ダ
ー
を
操
作
し
う
る
す
べ
て
の
人
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
っ

て
、
両
者
利
用
者
の
範
囲
に
差
異
が
あ
る
こ
と
。
②
筆
写
の
場
合
、
そ
れ
が

公
演
に
利
用
さ
れ
る
危
険
性
が
少
な
い
の
に
対
し
、
テ
ー
プ
録
音
の
場
合
、

い
つ
で
も
再
生
し
て
演
奏
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
公
演
に
利
用
さ

れ
る
危
険
性
が
前
者
に
比
し
著
し
く
大
で
あ
っ
て
、
か
か
る
経
済
的
利
益
取

得
の
た
め
の
著
作
物
利
用
に
対
し
て
著
作
者
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
加
え
る
こ

と
は
不
可
能
に
近
い
、
こ
と
な
ど
内
容
的
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
か
ら
、

五
条
二
項
の
複
製
の
中
に
テ
l
プ
録
音
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
(
デ
・
ボ

l
ア
、
メ
ー
リ
ン
グ
〉
。

(iv) 

一
五
条
二
項
の
複
製
は
有
形
的
複
製
の
み
を
意
味
し
、
無
形
的
複
製

(
君
主
2
m与
内
)
を
含
ん
で
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
テ
l
プ
録
音
は
著
作
物
を

テ
ー
プ
に
有
形
的
に
画
定
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
機
械
の
性
質
上
当
然
に
再

生
、
つ
ま
り
無
形
的
複
製
を
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
テ
ー
プ
録
音
は

一
五
条
二
項
の
複
製
概
念
の
範
闘
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
は
区

別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
ル
ン
ゲ
)
守
)

L
U
G
一
五
条
二
項
の
「
複
製
」
に
は
テ
l
プ
録
音
、
か
含
ま
れ
る

(ロ)
と
す
る
説
の
論
拠

立
法
者
が
一
五
条
二
項
を
規
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
利
用
者
が
著
作

者
の
承
諾
な
し
に
著
作
物
か
ら
経
済
的
利
益
を
得
る
こ
と
を
防
止
し
、
著
作

)
 
1
 
(
 

者
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
提
案

理
由
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
同
項
の
適
用
如
何
は
、
複
製
概
念

を
ど
う
把
え
る
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
著
作
物

の
利
用
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
経
済
的
利
益
を
取
得
し
よ
う
と
い
う
目
的
を
有

し
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
私

的
利
用
の
た
め
の
音
楽
著
作
物
の
テ
l
プ
録
音
は
、
経
済
的
利
益
を
取
得
し

ょ
う
と
い
う
目
的
を
有
し
な
い
が
故
に
同
項
の
適
用
あ
り
と
解
す
べ
き
で
あ

(
9
)
 

る
(
ブ
ス
マ
ン
)
。

)
 

e
l
 

-
-(
 
一
五
条
二
項
の
複
製
は
有
形
的
複
製
の
み
を
菅
原
し
、
演
奏
に
よ
る

加
熱
形
的
複
製
を
含
ま
な
い
が
故
に
、
再
生
装
置
に
よ
っ
て
容
易
に
演
奏
し
う

る
テ
l
プ
録
音
は
同
項
の
複
製
で
は
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
楽
詩
の
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筆
写
の
場
合
も
最
終
的
に
は
演
奏
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
目
的

の
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
両
者
区
別
す
る
必
要
は
な
い
(
ア
ウ
エ
ル
ス
ウ
ア
ル

(
刊
)

ト)。)
 
-l 
e
l
 
(
 
テ
ー
プ
録
音
は
取
引
能
力
あ
る
が
故
に
一
五
条
二
項
の
適
用
を
排
除

し
よ
う
と
い
う
見
解
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
私
的
利
用
の
た
め
に
製
作
さ
れ

た
録
音
が
有
償
ま
た
は
無
償
で
移
転
、
上
演
、
放
送
、
そ
の
他
の
方
法
に
よ

り
利
用
さ
れ
、
こ
れ
に
著
作
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
び
え
な
く
な
る
こ
と

を
危
倶
し
て
の
意
見
で
あ
る
o

だ
が
、
請
求
権
の
実
行
が
困
難
で
あ
る
と
い

私的利用を目的とする音楽著作物のテープ録音

う
理
由
で
請
求
権
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
様
に
、
私

的
利
用
の
た
め
と
い
う
許
さ
れ
た
範
囲
を
逸
脱
し
た
行
為
が
生
じ
た
場
合

に
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
行
為
全
体
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
ア
ウ
エ
ル
ス

〈
日
〉

グ
ア
ル
ト
)
。
こ
の
よ
う
に
私
的
テ
l
プ
録
音
の
問
題
は
以
外
な
ほ
ど
に
大
き
な
反

響
を
ま
き
お
こ
し
た
が
、
肝
心
の
G
E
M
A
と
電
機
会
社
の
争
い
は
、
結

局
、
電
機
会
社
は
販
売
し
た
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
に
つ
き
一
定
の
報
酬
を

G
E
M
A
に
支
払
う
こ
と
、
他
方
G
E
M
A
は
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
占

有
者
に
よ
る
非
営
利
的
複
製
お
よ
び
再
生
に
対
し
て
報
酬
請
求
権
を
行
使
し

な
い
こ
と
、
の
約
定
で
和
解
が
成
立
し
、
終
局
的
な
解
決
を
み
な
い
ま
ま
事

九
日

μ
)

件
は
落
着
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
は
別
の
、
あ
る
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ

l
製
作
会
社
が
G
E
M
A
の
警
告
に
反
対
し
、
こ
こ
に
著
作
権
法
上
著
名
な

「テ
l
プ
録
音
事
件
」
に
関
す
る
B
G
H
判
決
が
出
る
こ
と
と
な
っ
た
o

(
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)

 

(
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)

 

(
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)
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(
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)
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事

実
V

原
告
は
G
E
M
A
、
被
告
は
テ
i
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
製
作
会
社
。
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N 

被
告
は
自
己
の
製
作
に
な
る
多
目
的
使
用
の
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
(
-
」

の
機
器
に
は
ラ
ジ
オ
、
レ
コ
ー
ド
、
マ
イ
ク
と
い
う
記
号
の
つ
い
た
キ
ー
が

資

備
え
ら
れ
て
お
り
放
送
や
レ
コ
ー
ド
の
録
音
が
可
能
で
あ
っ
た
〉
を
ポ
ス
タ

ー
そ
の
他
で
宣
伝
す
る
に
際
し
、
次
の
よ
う
な
文
句
を
使
用
し
て
い
た
。
「
新

聞
記
者
が
報
道
価
値
の
あ
る
も
の
、
興
味
の
あ
る
も
の
す
べ
て
を
書
き
と
る

よ
う
に
、
こ
の
の

l
F宮
ス
2
は
、
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
も
の
、
あ
な
た

が
記
憶
に
留
め
た
い
と
考
え
る
も
の
す
べ
て
を
音
で
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
と
え
ば
、
ラ
ジ
オ
で
あ
な
た
の
好
き
な
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
て
き
た

と
き
に
、
あ
な
た
は
そ
れ
を
テ
l
プ
で
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
:
・

レ
コ
ー
ド
の
複
製
の
た
め
に
接
続
ソ
ケ
ッ
ト
も
つ
い
て
お
り
ま
す
。
」
さ
ら

に
説
明
書
に
は
、
ラ
ン
オ
や
レ
コ
ー
ド
を
テ
l
プ
に
録
音
す
る
方
法
に
つ
い

て
も
記
さ
れ
て
い
た
。

一
方
原
告
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
私
的
利
用

は
原
告
の
同
意
な
く
し
て
は
な
し
え
な
い
と
の
見
解
を
と
り
、
レ
コ
ー
ド
会

社
と
共
同
で
回
章
を
作
成
し
、
各
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
製
作
会
社
、
取
扱

販
売
底
そ
の
他
に
通
告
し
た
。
そ
の
結
果
、
被
告
以
外
の
製
作
会
社
は
販
売

し
た
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
に
つ
き
ニ
定
の
報
酬
を
原
告
に
交
払
う
こ
と
に

同
意
し
た
が
、
被
告
だ
け
は
拒
絶
し
た
。

そ
こ
で
原
告
は
、

原
告
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
属
す
る
音
楽
著
作
物
の
録

土
日
・
再
生
の
際
に
は
原
告
の
同
意
を
必
要
と
す
る
旨
を
買
主
に
告
げ
る
こ
と

な
し
に
テ
l
プ
・
レ
コ

l
タ
ー
を
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
不
作
為
請
求

そ
の
他
を
主
張
し
て
訴
を
提
起
し
た
。

L
G
、
K
G
と
も
に
原
告
勝
訴
、
被

告
上
告
、
原
告
附
帯
上
告
。
上
告
一
部
認
容
、
附
帯
上
告
棄
却
。

(
2
)
 

己
目
〉

/¥ 

半IJ
著
作
権
上
保
護
さ
れ
る
著
作
物
を
私
的
利
用
の
た
め
に
テ
l
プ
録
音

す
る
場
合
に
著
作
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
か
否
か
の
問
題
の
解
決
は
、
か

か
る
特
種
な
復
製
の
方
法
が
L
U
G
一
五
条
二
項
の
適
用
を
受
け
る
か
否
か

に
か
か
っ
て
い
る
。

自
己
の
家
で
再
生
・
演
奏
す
る
た
め
の
テ
l
プ
録
音
は
、
言
葉
の
意

味
か
ら
い
え
ば
た
し
か
に
私
的
利
用
の
た
め
の
複
製
で
あ
り

一
五
条
二
項

に
当
然
含
ま
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
規
定
の
適
用
に
際
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
著
作
権
法
制
定
当
時
、
各
家
庭
で
技
術
的
知
識
を
な
ん
ら
要

す
る
こ
と
な
く
簡
単
な
機
械
の
操
作
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
演
奏
を
テ
l

プ
録
音
す
る
と
い
う
可
能
性
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ

る
。
も
っ
と
も
当
時
、
録
音
す
る
方
法
は
あ
る
に
は
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の

録
音
は
多
く
の
費
用
が
か
か
り
、
面
倒
で
、
特
殊
の
知
識
を
必
要
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
た
め
、
私
的
利
用
の
た
め
に
各
家
庭
で
用
い
ら
れ
る
と
は
立
法

者
の
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
私
的
利
用
の
た

北法17(2・96)266



め
の
テ
!
プ
録
音
は
、
立
法
者
の
表
象
領
域
外
の
事
実
関
係
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
新
し
い
事
実
関
係
の
取
り
扱
い
如

何
は
一
五
条
二
項
の
規
定
そ
の
も
の
か
ら
は
直
接
な
ん
の
結
論
も
え
ら
れ
な

ぃ
。
結
局
、
同
項
の
規
定
の
意
味
と
目
的
と
に
よ
っ
て
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
際
た
と
え
文
一
冨
に
反
す
る
よ
う
な
解
釈
に
な
っ
て
も
差
支
え
な
い

も
の
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
一
五
条
二
項
は
著
作
権
を
支
配
す
る
基
本
思

想
の
例
外
と
な
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
著
作
者
の
支
配
権
に
は

私的利用を目的とする音楽著作物のテープ録音

お
の
、
す
か
ら
限
界
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
な
の
か
、
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
つ
て
著
作
権
に
特
許
制
度
が
採
ら
れ
て
い
た
時
代
に
お
い
て
は
、
著
作

物
の
経
済
的
利
用
を
な
し
う
る
権
限
は
、
立
法
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
範

囲
内
に
限
り
著
作
者
に
帰
属
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う

な
考
え
は
、
現
代
の
著
作
権
に
お
い
て
、
著
作
者
の
利
用
権
能
は
精
神
的
所

有
権
に
よ
り
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
一
般
に
解
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
除
去

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
精
神
的
所
有
権
論
に
よ
れ
ば
、
著
作
者
の
著
作
物
に
対

す
る
支
配
は
立
法
者
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
事

物
の
本
性
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
精
神
的
所
有
権
か
ら
当
然
に
導
き
出
さ
れ
た

結
論
で
あ
り
、
実
定
法
は
単
に
こ
れ
を
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

著
作
権
を
支
配
す
る
こ
の
よ
う
な
基
本
思
想
は
著
作
権
法
規
の
解
釈
の
際

に
常
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
立
法
者
が
、
著
作
物
の
上
演
、
上
映
、
演
述
に
関
す
る
著
作

者
の
排
他
的
利
用
権
の
及
ぶ
範
囲
を
「
公
の
」
行
使
だ
け
に
制
限
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
著
作
物
の
私
的
利
用
に
関
し
て
は
著
作
者
の
介
入
の
余
地
は
な

い
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
著
作
物
利
用
の
特
殊
性
か
ら
、

私
的
利
用
に
著
作
者
に
対
す
る
被
酬
交
払
義
務
な
し
と
し
て
も
著
作
者
に
多

大
の
損
失
を
与
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
点
を
立
法
者
が
顧
慮
し
た
に
す
ぎ

な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
家
庭
内
に
お
け
る
著

作
物
の
利
用
に
よ
っ
て
利
用
者
が
な
ん
ら
か
の
収
益
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
著

作
者
は
こ
の
者
に
報
酬
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

故
に
、
著
作
物
の
私
的
利
用
の
場
合
、
常
に
著
作
者
に
対
す
る
報
酬
の
支
払

を
必
要
と
し
な
い
と
考
え
る
の
は
、
問
題
の
核
心
を
つ
い
て
い
な
い
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
り
に
利
用
者
の
私
的
領
域
が
著
作
者
の
権
能
i
と
く
に
報
酬
話
求
権

に
と
っ
て
超
え
が
た
い
限
界
を
形
成
す
る
と
い
う
論
理
を
正
し
い
と
す
る
な

ら
ば
、
著
作
者
は
主
と
し
て
利
用
者
の
私
的
利
用
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
あ

ら
ゆ
る
著
作
物
(
と
く
に
文
学
的
著
作
物
)
か
ら
経
済
的
利
益
を
得
る
こ
と

北法17(2・97)267



料

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
機
械
技
術
が
進
歩
し
て
、
営
利
企
業
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
複
製
物
と
同
程
度
の
も
の
が
、
た
い
し
た
費
用
や
労
力
を
要

資

す
る
こ
と
な
く
家
庭
内
で
簡
単
に
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
く
に
そ
う
で

あ
る
。こ

の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
著
作
物
の
利
用
が
専
ら
利
用
者
の
私
的
領

域
に
限
ら
れ
る
と
き
、
著
作
者
に
報
酬
を
支
払
う
必
要
が
な
い
と
す
る
見
解

は
、
著
作
権
上
の
基
本
原
則
に
適
合
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
の
叙
述
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は

一
五
条
二
項
の
複
製
の
白

由
は
、
本
来
、
著
作
物
の
利
用
よ
り
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
収
益
は
|
|
そ
れ
が

た
と
え
私
的
利
用
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
|
|
す
べ
て
著
作
者
に
帰

属
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
著
作
権
の
基
本
思
想
の
例
外
を
な
す
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
著
作
権
に
対
す
る
制
限
は
、

そ
の
本
来
の
意
味
お
よ
び
目
的
を
こ
え
て
拡
張
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

四

」
の
例
外
規
定
の
ね
ら
い
と
す
る
目
的
に
つ
い
て
は
、
法
制
定
当
時

に
存
在
し
た
事
情
だ
け
か
ら
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
五
条
二
項

に
関
す
る
立
法
者
の
意
図
は
、
音
楽
著
作
物
に
つ
い
て
い
え
ば
、
資
力
の
な

い
演
奏
家
に
対
し
て
筆
写
に
よ
る
楽
譜
の
複
製
を
自
由
に
す
る
と
い
う
点
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
楽
譜
の
筆
写
は
そ
の
読
み
に
く
さ
の
た
め

営
利
的
に
利
用
さ
れ
る
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
多
数

の
楽
器
を
必
要
と
す
る
複
雑
な
楽
曲
の
場
合
に
は
お
よ
そ
不
適
当
な
も
の
で

あ
っ
た
が
た
め
、
著
作
者
の
同
意
を
要
し
な
い
と
し
て
も
著
作
者
の
経
済
的

利
益
を
著
し
く
侵
害
一
目
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
他
方
楽
譜
を
購
入
で
き

な
い
者
に
筆
写
を
認
め
る
こ
と
は
音
楽
の
奨
励
と
い
う
社
会
的
目
的
に
合
致

す
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
五
条
二
項
は
私
的
利
用
の
た
め
の
テ
1
プ
録
音
に
も
適

用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
被
告
の
主
張
は
、
上
述
の
一
般
的
意
味

か
ら
も
、
ま
た
資
力
の
乏
し
い
演
奏
家
を
保
護
す
る
と
い
う
こ
の
規
定
の
特

殊
な
目
的
か
ら
も
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
テ
l
プ・

レ
コ

l
タ
l
は
高
価
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
機
器
に
よ
る
テ
l
プ
録
音

を
、
た
と
え
私
的
利
用
の
た
め
と
は
い
え
認
め
る
と
す
れ
ば
、

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
か
ら
離
れ
て
、
社
会
的
保
護
を
必
要
と
し
な
い
腐
の
者

一
五
条
二
項

だ
け
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

五

以
上
の
よ
う
に
、
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
音
楽
著
作
物
の
私

的
利
用
の
た
め
の
テ
1
プ
録
音
が

一
五
条
二
項
規
定
の
際
の
立
法
者
の
意

図
し
た
目
的
を
こ
え
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
と
き
、
次
に
、
か
か
る
著
作

者
と
著
作
物
を
利
用
す
る
公
衆
と
の
間
の
利
害
の
相
対
立
す
る
場
面
に
お
い

て
、
後
者
が
前
者
に
優
先
す
る
と
解
し
て
一
五
条
二
項
の
適
用
を
認
め
る
ミ

と
が
、
は
た
し
て
妥
当
か
ど
う
か
を
利
益
衡
長
の
点
か
ら
検
討
さ
れ
な
け
れ
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J

主
工
‘
?
工
、
O

B
U
4
7
F
J
j
L
 

著
作
権
を
支
配
す
る
保
護
思
想
に
よ
れ
ば
、
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
生
ず

る
著
作
物
の
新
し
い
利
用
方
法
は
著
作
者
に
帰
属
す
る
と
解
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
と
え
被
告
が
主
張
す
る
如
く
、
私
的
利
用
の
た
め
の
テ
i
プ
録

音
が
、
・
レ
コ
ー
ド
製
作
者
や
楽
譜
出
版
業
者
よ
り
得
ら
れ
る
著
作
者
の
収
益

を
減
少
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
く
、
新
し
い
且
つ
附
加
的
な
音
楽
的
需
要
を

み
た
す
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
著
作
者
は
こ
れ
ら
の
複
製
か
ら
報
酬
を
受

け
え
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
作
権
上
是
認
さ
れ
え
ぬ
経
済
上
の
損
失
を
受

私的利用を目的とする音楽著作物のテープ録音

け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
テ
l
プ
録
音
は
、
レ
コ
ー
ド
の
如
き
営
利
的

複
製
物
と
同
じ
く
ら
い
完
全
な
も
の
で
且
つ
永
続
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
無
制
限
に
取
引
能
力
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
立
法
者
が
考
え
て
い
た
筆

写
に
よ
る
複
製
と
比
較
す
る
と
、
著
作
者
の
危
険
性
は
著
し
く
増
大
し
て
い

る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
著
作
者
の
経
済
的
利
益
の
危
険
性
は
著
作
権
保

護
思
想
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
利
用
者
の
私
的
領
域
に
対
す
る
著
作
者
の

干
渉
を
排
除
し
た
い
と
欲
す
る
利
用
者
の
利
益
は
著
作
者
の
利
益
の
背
後
に

ハ
3
v

お
か
る
べ
き
で
あ
る
。

(
1〉

H
W
C
E
N
H叶
・

M
g
H
m
口
一
正
一
見
出
。
町
内
N

Z

F
岡
山
・

(

2

)

本
判
決
の
判
決
理
由
は
き
わ
め
て
長
文
で
し
か
も
内
容
が
錯
綜
し
て

い
る
た
め
、
筆
者
の
責
任
に
お
い
て
、
趣
旨
を
変
え
な
い
程
度
に
多
少

の
修
正
を
施
し
た
こ
と
を
お
断
わ
り
し
て
お
く
。

(

3

)

本
判
決
の
判
例
評
釈
と
し
て
は
、

L
。
∞
c
c
F
]
N
日
印
¥
吋
令
が
あ
る
。

四

「
録
音
テ

I
プ
事
件
」
の
そ
の
後
の
経
過

前
項
で
示
し
た
如
く
、
「
録
音
テ
l
プ
事
件
」
の
B
G
H
判
決
は
、

家
庭
内
で
聴
く
た
め
の
テ
1
プ
録
音
が
私
的
利
用
を
目
的
と
す
る
著
作
物
の

複
製
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
こ
れ
が
著
作
物
の
み
な
ら
ず
無
形
的

複
製
を
も
固
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
テ
1
プ
を
再
製
作
し
て

営
利
の
目
的
で
販
売
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
て
、
従
来
の
私
的
利
用
の
た

め
の
複
製
に
比
し
著
作
者
の
財
産
的
利
益
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
理
由
で
、
か
か
る
立
法
当
時
に
は
予
測
さ
れ
え
な
か
っ
た
新
た
な
利

益
の
衝
突
は
、
精
神
的
所
有
権
法
理
に
し
た
が
い
著
作
者
の
有
利
に
解
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、

L
U
G
一
五
条
二
項
の
適
用
を
排
除
し
た
も
の
で

あ
る
o

こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
製
作
者
た
る
被
告

は
、
音
楽
的
著
作
物
を
録
音
す
る
た
め
に
こ
の
機
器
を
利
用
す
る
場
合
に
は

原
告
の
許
諾
を
必
要
と
す
る
旨
の
文
句
を
挿
入
す
る
こ
と
な
し
に
、
こ
の
テ

-
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
が
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
演
奏
を
録
音
・
再
生
で
き
る
と
宣

伝
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
不
作
為
義
務
が
謀
せ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。

と
こ
ろ
が
判
決
後
こ
の
会
社
は
、
宣
伝
文
の
中
か
ら
自
社
の
テ
l
プ・
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料

レ
コ
ー
ド
か
ら
は
音
楽
を
録
音
す
る
ニ
と
が
で
き
る
と
い
う
趣
旨
の
文
句
を

削
除
し
た
代
り
に
、

G
E
M
A
の
許
諾
を
要
す
る
旨
の
文
句
を
も
省
い
た
。

資

そ
こ
で
両
者
聞
に
第
二
の
争
い
が
生
じ
た
。

B
G
H
一
九
六

O
年
一
月
一
一
一
一

日
判
決
は
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
製
作
会
社
が

こ
の
機
器
を
宣
伝
す
る
際
に
は
音
楽
著
作
物
の
録
音
に

G
E
M
A
の
許
諾
を

要
す
る
旨
の
指
示
が
明
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
、
宣
伝
文
の

内
容
を
め
ぐ
る
両
者
聞
の
争
い
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

か
く
し
て
、
こ
の
会
社
は
宣
伝
文
中
に

G
E
M
A
の
許
諾
に
関
す
る

事
項
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
こ
の
会
社
の
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー

を
購
入
し
た
者
は
、
こ
れ
を
利
用
し
て

G
E
M
A
に
管
理
権
の
あ
る
音
楽
を

テ
ー
プ
録
音
す
る
場
合
に
、
許
諾
料
を
G
E
M
A
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、
購
入
者
が
誰
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が

G
E

M
A
に
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
許
諾
を
得
ず
に
な
さ
れ
た
テ
l
プ
録
音

に
対
す
る
報
酬
請
求
権
の
行
使
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
く
、
実
際
に
は
野

放
し
の
状
態
に
お
か
れ
た
。

そ
こ
で

G
E
M
A
は
購
入
者
を
確
認
す
る
た
め
、
テ
i
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー

の
製
作
会
社
に
対
し
て
、
会
社
は
こ
の
機
器
を
誰
に
引
渡
し
た
か
を
G
E
M

A
に
通
知
す
る
こ
と
、
お
よ
び
会
社
は
販
売
業
者
に
こ
の
機
器
を
引
渡
す

際
誰
に
そ
れ
を
売
っ
た
か
を
G
E
M
A
に
通
知
す
べ
く
販
売
業
者
に
義
務
づ

げ
る
べ
き
こ
と
、
を
請
求
し
て
第
一
一
一
の
訴
を
提
起
し
た
。
第
一
審
L
G
は
G

E
M
A
の
こ
の
請
求
を
棄
却
し
た
の
で
、

G
E
M
A
は
控
訴
す
る
際
に
訴
を

変
更
し
、
購
入
者
が
身
分
証
明
書
を
提
示
し
、
か
つ
要
件
の
定
め
ら
れ
た
証

(
2〉

室
百
(
刃

2
2
m
)
に
記
載
し
た
場
合
に
の
み
売
渡
し
う
る
こ
と
を
販
売
業
者
に

義
務
づ
け
な
い
か
ぎ
り
、
製
作
会
社
(
被
告
)
は
販
売
業
者
に
テ
l
プ
・
レ

コ
ー
ダ
ー
を
引
渡
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
請
求
を
追
加
し

た。

(
3
)
 

第
二
審
の

K
G
は
次
の
理
由
で

G
E
M
A
の
請
求
を
認
容
し
た
。
①
被
告

は
、
音
楽
著
作
物
を
ラ
ジ
オ
放
送
ま
た
は
レ
コ
ー
ド
か
ら
録
音
し
、
再
生
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
著
作
権
侵
害
の
危
険
性
を
つ
く
り
だ
す
よ
う
な
テ
l
プ
・

レ
コ
ー
ダ
ー
を
製
作
・
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
告
に
委
託
さ
れ
た
排
他

的
複
製
権
を
間
接
的
に
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
⑧
テ
l
プ
・
レ
コ

l

ダ
l
の
販
売
の
際
に
お
け
る
購
入
者
の
身
分
証
明
書
の
提
示
は
非
慣
習
的
な

も
の
で
は
な
く
、
加
う
る
に
、
購
入
者
の
大
部
分
は

G
E
M
A
の
有
す
る
排

他
的
複
製
権
を
直
接
に
侵
害
し
て
お
り
、
そ
れ
放
に
氏
名
の
申
告
が
彼
ら
に

要
求
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
身
分
証
明
書
の
提
示
は
当
然
の
義
務
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

本
件
の
上
告
審
た
る
B
G
H
一
九
六
四
年
五
月
二
九
日
判
決
は
、
原

(
4
)
 

判
決
を
覆
え
し
、
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
製
作
会
社
の
上
告
を
認
容
し
た
。

四
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こ
れ
に
よ
っ
て
二
九
五
五
年
五
月
一
八
日
の
判
決
が
認
め
た
と
こ
ろ
の
、
私

的
利
用
の
た
め
の
テ
!
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
利
用
者
に
対
す
る
報
酬
請
求
権
の

行
使
を
真
に
実
効
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、

G
E
M
A
の
考
案
し
た
購

入
者
確
認
の
方
法
は
、
こ
こ
に
完
全
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
判
決
は
実
務
上
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

B
G
H
は
ま
ず
次
の
諸
点
を
確
定
し
た
。
①
テ
i
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
取

得
者
は
、
音
楽
著
作
物
を
録
音
す
る
際
、
た
と
え
そ
れ
が
私
的
利
用
の
た
め

の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
著
作
者
(
レ
コ
ー
ド
製
作
者
等
、
隣
接
権
を
有
す
る

私的利用を目的とする音楽著作物のテープ録音

者
を
含
む
〉
の
許
諾
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
②
テ
1

プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
製
作

者
は
、
音
楽
著
作
物
の
録
音
に
適
し
た
機
器
を
取
引
の
対
象
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
著
作
権
を
危
殆
に
陥
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

B
G
B
一
O
O四
条
の

類
推
適
用
に
よ
る
侵
害
者

3
5
5ふ
と
し
て
、
著
作
権
を
侵
害
す
る
よ
う
な

テ
l
プ
・
レ
コ

l
タ
l
の
使
用
を
排
除
し
、
ま
た
は
そ
の
可
能
性
を
妨
げ
る

た
め
に
考
え
う
る
あ
ら
ゆ
る
保
障
手
段
を
講
じ
る
義
務
が
あ
る
こ
と
、
③
テ

ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
を
引
渡
す
こ
と
は
、
そ
の
取
得
者
の
な
す
著
作
権
侵
害

の
共
同
原
因
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
共
同
責
任
が
帰
せ
ら
れ
る

こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

だ
が
こ
の
よ
う
に
、
テ
l
プ
・
レ
コ

l
タ
l
製
作
者
お
よ
び
利
用
者
の
帰

責
事
由
を
明
ら
か
に
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

B
G
H
は
、
販
売
業
者
か
ら
利

用
者
へ
の
売
買
の
際
に
は
、
利
用
者
に
身
分
証
明
書
の
提
示
を
要
求
す
る
と

い
う
義
務
を
販
売
業
者
に
課
す
る
こ
と
な
し
に
、
製
作
者
は
販
売
業
者
に
テ

-
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
を
引
渡
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
G
E
M
A
の
請
求

を
拒
否
し
た
。

か
か
る
誌
求
は
B
G
B
二
回
二
条
に
反
す
る
と
い
う
理
由
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て

R
G
は
、
特
許
権
に
関
す
る
同
様
の
事
件
に
お

い
て
、
本
判
決
と
は
逆
に
特
許
権
者
の
か
か
る
請
求
権
を
承
認
し
て
い
る
。

そ
こ
で
両
者
の
相
違
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
B
G
H
は
、
特

許
権
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
は
専
ら
利
用
者
の
営
利
的
な
側
面
だ
け
が
考

慮
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
十
本
件
は
利
用
者
の
私
的
領
域
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
買
主
の
氏
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
個
人
の
私

的
領
域
に
対
す
る
侵
害
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
両
者
に
は
本
質

的
な
相
違
が
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
B
G
H
は
個
人
の
私
的

領
域
を
と
く
に
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
態
度
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
前
出
の
B
G
H
一
九
五
五
年
五
月
一
八
日
判
決
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
の
判
決
は
、
著
作
物
利
用
者
の
私
的
領
域
と
著
作

者
の
創
作
領
域
と
の
聞
の
利
益
衝
突
の
際
に
、
後
者
の
優
越
を
認
め
た
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
事
件
で
は
、
私
的
利
用
者
に
対
す
る
著
作
者
の
報
酬

請
求
権
の
承
認
が
問
題
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、

B
G
H
は
こ
の
請
求
権

行
使
の
際
の
実
効
性
如
何
を
問
う
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
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料

る
。
こ
れ
に
対
し
木
判
決
は
、
個
人
の
私
的
領
域
の
不
可
侵
性
に
対
し
て
不

法
な
侵
害
を
加
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
請
求
権
実
現
の
手
段
が
問
題
に
な
っ
た

資

ケ
ー
ス
で
あ
り
、
請
求
権
実
現
の
手
段
と
し
て
は
こ
れ
が
唯
一
の
も
の
で
は

な
く
、
こ
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
基
本
法

上
保
障
せ
ら
れ
た
住
居
の
不
可
侵
性
が
と
く
に
問
題
と
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い

点
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
両
判
決
の
相
互
抵
触
は
考
え
ら

れ
な
い
。

五

以
上
の
よ
う
に
、

B
G
H
は
、
著
作
者
の
報
酬
請
求
権
行
使
を
実
効

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

G
E
M
A
に
よ
っ
て
主
張
せ
ら
れ
た

買
主
の
身
分
証
明
書
提
示
に
よ
る
利
用
者
確
認
の
方
法
を
否
定
し
た
が
、
そ

の
か
わ
り
に
、
目
的
達
成
の
た
め
の
合
法
的
な
ひ
と
つ
の
方
法
を
明
ら
か
に

し
た
。
そ
れ
は
、
著
作
者
に
対
す
る
報
酬
支
払
義
務
を
、
テ
ー
プ
・
レ
コ

l

ダ

l
製
作
者
に
課
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て

B
G
H

は
、
製
作
者
が
買
主
に
よ
る
著
作
権
侵
害
の
関
与
者
と
し
て
の
共
同
責
任
が

あ
る
こ
と
、
お
よ
び
製
作
者
が
音
楽
著
作
物
の
テ
1

プ
録
音
を
可
能
に
す
る

機
器
を
製
作
・
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
益
を
あ
げ
て
お
り
、
た
と
え
製

作
者
が
報
酬
を
著
作
者
に
支
払
う
と
し
て
も
、
そ
の
支
払
分
に
つ
い
て
は
レ

コ
ー
ド
製
造
業
者
、
出
版
者
な
ど
と
同
様
に
、
機
器
の
販
売
価
格
に
含
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
買
主
の
負
担
に
転
嫁
で
き
る
こ
と
、
な
ど
を
あ
、
け
て
い
る
。

B
G
H
の
提
示
し
た
か
か
る
方
法
は
、
著
作
者
の
財
産
的
利
益
を
損
う
こ
と

な
く
、
ま
た
他
方
に
お
い
て
、
利
用
者
の
私
的
領
域
を
害
す
る
こ
と
も
な
く

実
現
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
し
か
に
考
慮
に
値
す
る
も
の
と
い
え
よ

ぅ
。
立
法
の
審
議
の
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
も
放
な
し
と
し
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
。

(
1
)

明

n
r己
N
O

切
の
出
N
Z叶・

2
・

(

2

)

こ
の
一
証
書
に
は
、
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
機
種
、
販
売
業
者
の
氏

名
お
よ
び
住
所
、
買
主
の
氏
名
お
よ
び
住
所
、
身
分
証
明
書
の
番
号
、

購
入
の
日
付
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

(

3

)

問
円
一
戸
戸
一
月
欠
。

N
Z
F
ω
ω
・

(
4
)
m
n
r己
Nm
∞
の
同
N
Z
アロ
N・

(

5

)

〈
四
一
出
口

rBω
コ
P
〉

E
d命
「
「
ロ
コ
間
口

σ司
閉
め
プ
己
見
∞
の
Z
N
Z『
-
Z
N

五

立

過

程

注い円

一
九

O
一
年
制
定
の

L
U
G
お
よ
び
一
九

O
七
年
制
定
の

K
U
G
を

改
訂
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
戦
前
か
ら
種
々
企
て
ら
れ
て
い
た
が
、
戦
後
は

一
九
五
四
年
連
邦
司
法
省
が
参
事
官
草
案
を
作
成
・
公
表
し
た
の
を
機
に
、

著
作
権
法
改
正
の
気
運
が
再
燃
す
る
に
い
た
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
参
事
官
草
案
以
後
に
時
期
を
限
っ
て
、
私
的
利
用
の
た
め
の
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音
楽
著
作
物
の
テ
I
プ
録
音
と
い
う
問
題
の
処
遇
を
め
ぐ
り
立
法
審
議
が
ど

の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

政
府
草
案
確
定
ま
で
の
経
過

げ)

参
事
官
草
案
(
一
九
五
四
年
)

こ
の
草
案
の
作
成
当
時
、
す
で
に
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
は
一
般
に
か
な

り
の
程
度
普
及
し
て
お
り
、
音
楽
著
作
物
を
テ
l
プ
録
音
す
る
こ
と
の
是
非

私的利用を目的とする音楽著作物のテープ録音

は
ひ
と
つ
の
大
き
な
法
律
問
題
に
発
展
し
て
い
た
。
そ
し
て
学
界
、
実
務
界

の
大
勢
は
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
た
と
え
私
的
利
用
の
た
め
と
は
い
え
著

作
者
の
許
諾
を
必
要
と
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
を
と
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

参
事
官
草
案
は
、

「
何
人
も
、
私
的
利
用
の
た
め
に

(
2
5
宮

asrzの
$
2
5
7
)
著

作
物
の
私複
的製
利を
用 f乍
t土')-

翼手
堅言
た無
は恨
併で
詞他
的人
目を
的 L

喜存
まら
たせ
し、る
」こ

(と
四が
七で

き
る
。

条
一
項
)

と
規
定
し
て
、
私
的
利
用
の
た
め
の
テ
1

プ
録
音
に
は
著
作
者
の
許
諾
を
要

し
な
い
と
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

r的
テ
l
プ
録
音
に
よ
っ
て
レ
コ
ー
ド
の
売
行
き
に
影
響
が
生
ず

る
と
い
う
危
倶
は
根
拠
が
な
い
。
テ
ー
プ
・
レ
コ

l
〆
!
の
売
行
き
の
増
加

に
よ
っ
て
レ
コ
ー
ド
の
売
行
き
は
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
、
こ
こ
数
年
の
現
象

で
は
む
し
ろ
増
大
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ

ー
に
よ
っ
て
レ
コ
ー
ド
が
駆
逐
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
テ
ー
プ
・
レ
コ

ト
タ
ー
が
音
楽
愛
好
者
の
肢
を
拡
大
す
る
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
か
り
に
私
的
テ
l
プ
録
音
に
著
作
者
の
許
諾
を
要
す

る
と
し
て
も
、
そ
の
実
効
性
に
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
著
作
者
の
許
諾

を
得
な
い
で
私
的
録
音
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に

は
、
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
占
ト
何
者
の
住
居
に
立
ち
入
っ
て
調
べ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
基
本
法
一
一
一
一
条
に
い
う
住
居
不
可
侵
の

原
則
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
参
事
官
草
案
は
お
お
む
ね
以
上
の
理
由

を
挙
げ
て
上
記
の
如
く
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

(ロ)

連
邦
司
法
省
草
案
(
一
九
五
九
年
)

(
2
)
 

参
事
官
草
案
の
規
定
は
各
方
面
か
ら
大
き
な
抵
抗
に
遭
遇
し
た
。
と
く
に

前
掲
の

B
G
H
一
九
五
五
年
五
月
一
八
日
の
判
決
が
こ
の
草
案
と
真
向
か
ら

対
立
す
る
見
解
を
と
っ
た
こ
と
が
抵
抗
の
気
運
を
い
っ
そ
う
盛
り
た
て
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
司
法
省
草
案
は
か
か
る
傾
向
を
受
け
容
れ
て
次

の
よ
う
に
規
定
を
改
め
た
。
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料

「
私
的
利
用
の
た
め
に
著
作
物
の
複
製
を
つ
く
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
こ

れ
は
著
作
物
公
演
の
録
画
物
ま
た
は
録
音
物
へ
の
収
録
お
よ
び
ひ
と
つ
の

録
画
物
ま
た
は
録
音
物
か
ら
他
の
録
画
物
ま
た
は
録
音
物
へ
の
著
作
物
の

転
写
の
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
無
線
放
送
さ
れ
た
著
作
物

を
録
画
物
ま
た
は
録
音
物
に
収
録
す
る
と
き
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
こ

の
場
合
の
録
画
物
ま
た
は
録
音
物
は
製
作
後
一
カ
月
以
内
に
破
棄
す
る
こ

と
を
要
す
る
。
:
:
・
」
(
五

O
条
一
項
)

」
の
よ
う
に
草
案
は
、
私
的
利
用
の
た
め
の
複
製
に
は
著
作
者
の
許
諾
を

必
要
と
し
な
い
と
い
う
原
則
を
と
っ
た
う
え
、
録
画
器
ま
た
は
録
音
器
に
よ

る
複
製
に
つ
い
て
例
外
を
定
め
た
。
す
な
わ
ち
、
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
等

に
よ
る
公
演
の
録
取
お
よ
び
レ
コ
ー
ド
か
ら
の
テ
l
プ
録
音
な
ど
に
お
い
て

は
、
そ
れ
が
私
的
利
用
を
目
的
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
著
作
者
の
許
諾
を

要
す
る
と
し
て
、
参
事
官
草
案
と
は
結
論
を
異
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
草
案
の
規
定
は
、

B
G
H
一
九
五
五
年
五
月
一

八
日
判
決
の
と
っ
た
見
解
、
つ
ま
り
、
著
作
物
の
複
製
に
よ
っ
て
著
作
者
に

重
大
な
経
済
上
の
不
利
益
が
生
じ
う
る
よ
う
な
場
合
に
、
著
作
者
は
こ
れ
を

禁
止
し
う
る
可
能
性
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
、
に
し
た
が

っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
放
送
か
ら
の
収
録
の
場
合
は
著
作
者
に
経
済
上
の

不
利
益
を
与
え
る
お
そ
れ
は
少
な
い
と
の
理
由
に
よ
り
、
条
件
付
で
こ
れ
を

除
外
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

連
邦
政
府
草
案
(
一
九
六
二
年
)

ハ
4
)

連
邦
司
法
省
草
案
は
各
界
の
意
見
を
と
り
入
れ
て
さ
ら
に
推
敵
を
重
ね
、

付
一
九
六
二
年
に
連
邦
政
府
草
案
と
し
て
確
定
、
国
会
の
審
議
の
た
め
に
上
程

さ
れ
た
o

こ
の
草
案
に
お
い
て
私
的
テ
1
プ
録
音
の
規
定
が
再
び
変
更
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
五
四
条
一
項
で
私
的
利
用
の
た
め
の
複
製
を
自
由
と

す
る
原
則
を
採
っ
た
う
え
で
、
同
条
三
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。

「
著
作
物
の
上
演
ま
た
は
放
送
を
録
画
物
ま
た
は
録
音
物
に
録
取
す
る
場

合
、
お
よ
び
著
作
物
を
ひ
と
つ
の
録
画
物
ま
た
は
録
音
物
か
ら
他
の
録
画

物
へ
転
写
す
る
場
合
に
は
、
著
作
者
に
相
当
の
報
酬
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
(
五
四
条
三
項
)

連
邦
司
法
省
草
案
の
規
定
と
こ
の
規
定
と
の
最
も
大
き
な
相
違
は
、
前
者

で
は
著
作
者
が
私
的
録
音
に
対
す
る
禁
止
権
(
〈
R
r
c
同
氏
。
円
宮
)
を
留
保
し
、

著
作
者
の
許
諾
を
受
け
た
者
だ
け
が
私
的
利
用
の
た
め
の
録
音
を
な
し
う
る

と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
後
者
で
は
私
的
録
音
を
白
白
と
し
て
著
作
者
の
祭

止
権
を
認
め
ず
、
た
だ
利
用
者
に
著
作
者
に
対
す
る
報
酬
支
払
義
務
を
訴
し
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た
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
改
め
た
理
由
に
つ
い
て
草
案
は
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。
私
的
録
音
を
禁
止
し
た
と
こ
ろ
で
、
実
際
上
そ
の
効
果
は
期

待
で
き
な
い
。
禁
止
権
を
実
効
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
テ
ー
プ
・

レ
コ
ー
ダ
ー
の
占
有
者
は
誰
か
、
そ
の
占
有
者
が
は
た
し
て
著
作
者
の
許
諾

を
得
ず
に
著
作
物
の
録
音
を
し
て
い
る
か
、
を
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
に
つ
い

て
そ
の
住
居
に
立
ち
入
っ
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ

が
、
こ
れ
は
基
本
法
一
一
一
一
条
の
住
居
不
可
侵
の
原
則
に
抵
触
す
る
。
と
す
れ

ば
、
禁
止
権
の
侵
害
者
を
知
る
た
め
に
は
、
偶
然
の
事
由
に
よ
る
か
、
あ
る

私的利用を目的とする音楽著作物のテープ録音

い
は
密
告
に
頼
る
以
外
に
は
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
立
法
政
策
的
に

み
て
も
不
得
策
で
あ
る
。
し
か
も
、
著
作
者
自
身
、
禁
止
権
を
徹
底
的
に
行

使
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
報
酬
が
支
払
わ
れ
れ
ば
許
諾
を
与
え
よ

う
と
す
る
意
思
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
当
額
の
報
酬
請
求
権
を

(

6

)

 

著
作
者
に
与
え
る
と
い
う
よ
う
に
規
定
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
大
要
以
上
の

ょ
う

国述
会べ
にて
お左
けの
る規
審定
議を
の確
経定
過すし
こユ Tこ
も
の
で
あ
る

)
 

イー(
 
連
邦
参
議
院
(
回

g
r
R巳
)
の
態
度
決
定

政
府
草
案
は
一
九
六
二
年
、
基
本
法
七
六
条
二
項
に
よ
り
、
態
度
決
定
を

求
め
て
連
邦
参
議
院
に
送
付
さ
れ
た
。
連
邦
参
議
院
は
討
議
の
末
、
五
四
条

三
項
に
閲
し
て
は
、
私
的
テ
l
プ
録
音
に
よ
っ
て
著
作
者
に
経
済
上
の
損
失

が
生
ず
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
録
音
は
各
個
人
の

私
的
領
域
で
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
損
失
を
回
避
す
る
た
め
に

報
酬
請
求
権
を
認
め
て
も
ま
ず
実
行
不
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
債
務
者
が
任

意
に
支
払
う
こ
と
に
つ
い
て
期
待
を
も
て
な
い
ば
か
り
か
、
債
務
者
の
代
り

に
テ
1

プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
製
作
者
が
支
払
う
と
い
う
保
障
も
な
い
と
の
理

由
で
、
こ
の
条
項
を
削
除
す
べ
き
で
あ
る
と
の
態
度
決
定
を
な
し
た
マ
〉

(ロ)

連
邦
参
議
院
の
態
度
決
定
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
見
解

連
邦
参
議
院
の
態
度
決
定
を
経
た
草
案
は
再
び
連
邦
政
府
に
送
付
さ
れ
、

連
邦
政
府
は
こ
れ
に
意
見
を
付
し
て
連
邦
議
会
(
田
口
邑
g
g
m
)
に
提
出
し

た
。
こ
の
意
見
書
の
中
で
連
邦
政
府
は
、
五
四
条
三
項
削
除
に
関
す
る
部
分

に
つ
い
て
と
く
に
理
由
を
付
す
る
こ
と
な
く
連
邦
参
議
院
の
態
度
決
定
に
向

(
8〉

意
す
る
旨
述
べ
て
い
る
。

付
連
邦
議
会
第
一
読
会

連
邦
議
会
は
、

一
九
六
三
年
一
二
月
、
著
作
権
法
改
正
に
関
す
る
第
一
読

会
を
聞
き
、
政
府
の
提
案
理
由
説
明
の
後
、
各
党
代
表
に
よ
る
意
見
の
陳
述

を
行
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
デ
リ
ン
ガ
l
議
員
が
五
四
条
三
項
の
規
定
に
つ
い

て
触
れ
、
こ
の
規
定
を
削
除
し
て
私
的
利
用
の
た
め
の
テ
l
プ
録
音
を
完
全

に
自
由
に
す
る
こ
と
は
、
創
作
者
の
権
利
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
草
案
の
基
(
9
)
 

本
的
な
姿
勢
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
強
調
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ゃ
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車ヰ

が
て
草
案
は
連
邦
議
会
か
ら
法
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
実
質
的
な
審
議
の

場
は
そ
こ
に
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。

資

Gニ)

法
務
委
員
会
の
報
告
書

付
託
を
受
け
た
法
務
委
員
会
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

一
九
六
五
年
五
月

報
告
書
を
作
成
し
、
連
邦
議
会
に
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
書
の
う
ち
、
五
四

条
三
項
に
閲
す
る
部
分
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
五
四
条
三
項
の
削

除
に
は
同
意
す
る
。
た
だ
し
、
削
除
し
た
だ
け
で
は
私
的
テ
i
プ
録
音
は
そ

の
他
の
私
的
利
用
の
た
め
の
複
製
と
同
様
に
、
許
諾
も
報
酬
支
払
も
必
要
な

く
自
由
に
な
し
う
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
お
け
る
テ
l
プ
・

レ
コ
ー
ダ
ー
の
発
達
・
普
及
を
考
え
れ
ば
、
結
果
的
に
著
作
者
の
複
製
権
を

空
洞
化
す
る
こ
と
と
な
っ
て
妥
当
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
著
作
者
に
報
酬

を
与
え
る
方
法
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
②
報
酬
支
払
の
方
法
と
し
て
は
、

B
G
H
一
九
六
四
年
五
月
二
九
日
判
決
の
示
し
た
方
法
、
す
な
わ
ち
、
テ
l

プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
製
作
者
に
著
作
者
へ
の
報
酬
支
払
義
務
を
賦
課
す
る
と
い

う
方
法
が
実
際
的
で
あ
り
、
正
当
と
考
え
る
。
よ
っ
て
こ
の
方
法
を
提
案
す

る
。
③
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
に
は
会
話
の
記
録
、
発
声
練
習
、
語
学
の
勉

強
の
た
め
に
だ
け
使
用
で
き
、
音
楽
の
録
音
に
は
使
用
で
き
な
い
も
の
も
あ

る
。
か
か
る
テ
l
プ
・
レ
コ

l
タ
|
の
製
作
者
に
報
酬
支
払
義
務
を
賦
課
す

る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
放
送
の
録
音
ま
た
は
他
の

録
音
物
か
ら
の
写
調
に
適
し
た
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
f
l
の
場
合
だ
け
に
限
定

す
べ
き
で
あ
る
。
④
ま
た
輸
出
用
に
作
ら
れ
た
場
合
の
よ
う
に
西
独
国
内
で

使
用
さ
れ
な
い
テ
i
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
も
適
用
除
外
と
す
べ
き
で

あ
る
。
⑤
報
酬
請
求
権
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
著
作
者
に
与
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
製
作
者
が
ば
か
り
し
れ

な
い
ほ
ど
多
く
の
著
作
者
に
い
ち
い
ち
報
酬
を
支
払
う
と
い
う
煩
を
と
る
こ

と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
請
求
権
の
行
使
は
管
理
団
体
の
み
が

〈

刊

)

な
し
う
る
と
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。

報
告
書
は
以
上
の
よ
う
に
述
べ
て
五
四
条
六
項
を
新
設
す
べ
き
こ
と
を
主

張
し
た
。
こ
の
条
項
の
内
容
は
、
木
稿
の
序
に
掲
げ
た
新
著
作
権
法
第
五
一
一
一

条
五
項
と
同
一
な
の
で
省
略
す
る
。

制

新
著
作
権
法
の
成
立

連
邦
議
会
は
一
九
六
五
年
五
月
二
五
日
、
法
務
委
員
会
の
報
告
を
受

け
、
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
を
行
な
っ
た
後
、
法
務
委
員
会
の
修
正
提
案
を
含

む
連
邦
政
府
草
案
を
満
場
一
致
で
可
決
、
直
ち
に
連
邦
参
議
院
に
送
付
し

た
。
連
邦
参
議
院
は
五
四
条
六
項
の
削
除
を
要
求
す
る
な
ど
の
若
干
の
修
正

案
を
出
し
て
両
院
協
議
会
の
開
催
を
求
め
た
。
両
院
協
議
会
は
審
議
の
結

果
、
三
箇
所
の
修
正
を
施
し
た
が
、
五
四
条
六
項
に
つ
い
て
は
連
邦
参
議
院

の
削
除
提
案
を
拒
否
し
た
。
一
九
六
五
年
七
月
二
自
連
邦
議
会
は
両
院
協
議
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会
の
修
正
案
を
可
決
、
ま
た
同
年
七
月
九
日
連
邦
参
議
院
も
こ
れ
を
可
決
、

こ
こ
に
漸
く
新
著
作
権
法
の
成
立
を
み
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
後
、
条
文
整

理
が
行
な
わ
れ
、
五
四
条
六
項
は
五
三
条
五
項
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

私的利用を目的とする音楽著作物のテープ録音

(
1
〉

〈
m-・回。
E
q
rロ口問。
p
ω
・日
ω
・

(

2

)

参
事
官
草
案
に
関
す
る
批
判
と
し
て
は
、
同
一
色
ロ
ク

N
日
河
え
2
5

L
m
m
d
p
o
r
q
R
n
r皮
切
』
N

2
・
色
。
『
『
・
一
《
r
a
-
-
H
J
D
Z
2
5
分門

口『
z
r
R『R
Z回
日
目
。
円
ヨ
・
』
N
印日・

MM日
『
『
・
一
口
-
5
2・
0
2
g
n
r
o
E
H
L

F
E
N
O
m一切口
z
c
p
o
r巾
円
足
円
宮
司
巾
『
2
5・
]N
印印
w
さ
H
ロ
・
山
田
口
「
ヨ
g
p

d
p
$
2
5
n
z
w
ω
-
E
A
F
・
な
ど
が
あ
る
。

(

3

)

回
E
d
q
r
E口問
2
r
ω
・日仏・

(
4
〉
連
邦
司
法
省
草
案
に
関
す
る
批
評
と
し
て
は
、
〈
O
ロ
の
mH吋ゴ
dw
ワ
ぽ

C
円TmrqRnEω
円
。
『
ミ
ヨ
・
』
N
由
。
・
同
町
民
-
u
C一口
M
R
C吋
rmr内町円。口
E
W

ω・日
ω
0
.

〈

5
〉

伊

智
E
Z
L
ロ
百
四
・

5
5
8
.
M
∞ご・

(

6

)

国
会
に
お
け
る
審
議
の
経
過
に
つ
い
て
は
、

d
p
p
(〉
月
}
出
〈
宗
門

己
吾
作
rm吋
lHJgdlHりロロ
rlgzL
吋
「
巾
出
荷
口
2
E
)

の
四
五
巻
(
一
九
六

五
年
)
お
よ
び
四
六
巻
(
一
九
六
六
年
)
に
掲
載
さ
れ
た
り
o
r
Z
E
E
-

g
己。口
N

日

分

三
ω
各
自
己
同
z

g口内円宮凹門司円
C
H
B

の
各
資
料
の
中
か

ら
、
筆
者
が
関
係
部
分
の
み
を
適
宜
編
集
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
以

下
の
引
用
は
、
四
五
巻
に
つ
い
て
は

C
E
S
S、
ま
た
四
六
巻
に
つ
い

て
は

C
E
S
S
で
示
す
こ
と
と
す
る
。

(
7
)
 

(

8

)

 

(
9
)
 

(
叩
)

(

日

)
(
ロ
)

(

日

)

(

U

)

 

(
お
)

己「

-
Z
2
.
山
富
-

ctzah山】
J
H
A
F
.

C
E
S
S
-
E
N
F
 

C
E
S
S
-
H
S

コ-

C
E
g
g
-
N
O
H
R
 

C
E
S
S
-
N
ω
ω

コ-

d
b
s
g
w
N
お
-

d
b
s
g
w
Mお
-

C
E
S
S
-
日印
0
・

-/、
残

さ

れ

た

問

題

か
く
し
て
私
的
利
用
の
た
め
の
音
楽
著
作
物
の
テ
l
プ
録
音
に
関
す

る
問
題
は
、
一
方
に
お
い
て
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
占
有
者
の
自
由
利
用
を

認
め
る
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て
著
作
者
に
テ
I
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
製
作

者
に
対
す
る
報
酬
請
求
権
を
与
え
る
と
い
う
著
作
者
と
著
作
物
利
用
者
と
の

聞
の
利
益
衝
突
を
巧
み
に
か
わ
す
規
定
、
五
二
一
条
五
項
が
新
著
作
権
法
に
新

設
さ
れ
る
こ
と
よ
っ
て
解
決
せ
ら
れ
た
。
だ
が
、
こ
の
規
定
も
決
し
て
完
全

(
1〉

な
も
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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ま
ず
、
こ
の
規
定
が
違
憲
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ

は
二
つ
の
点
で
問
題
と
な
る
。



料

。)
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
製
作
者
は
著
作
権
を
直
接
侵
害
す
る
者
で
は

な
く
、
し
た
が
っ
て
著
作
者
に
対
す
る
報
酬
支
払
義
務
は
、
本
来
こ
の
者
に

資

生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
こ
の
義
務
を
課
し
た
こ
と
は
、

一
種
の
公
用
徴
収
と
解
す
る
か
、
あ
る
い
は
消
費
税
の
賦
課
と
解
さ
な
け
れ

ば
説
明
が
つ
か
な
い
。
だ
が
、
公
用
徴
収
の
場
合
は
基
本
法
一
四
条
三
項
に

よ
り
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
使
用
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た

消
費
税
の
場
合
は
基
本
法
一

O
八
条
一
項
に
よ
り
連
邦
財
政
官
庁
で
管
理
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
五
三
条
五
項
の
報
酬
請
求
権
は
私
人
た

る
著
作
者
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
管
理
は
著
作
者
よ
り
管
理
権
の

委
譲
を
受
け
た
管
理
団
体
が
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
五
三
条
五
項
は
基
本

(
2
)
 

法
一
四
条
三
項
ま
た
は
一

O
八
条
一
項
に
抵
触
の
疑
い
が
あ
る
。

五
三
条
五
項
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
報
酬
請
求
権
の
行
使
は
管
理
団
体

の
み
が
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
管
理
団
体
と
し

(2) 
て
承
認
を
受
け
て
い
る

G
E
M
A
と
契
約
し
た
著
作
者
は
、
こ
れ
と
契
約
し

て
い
な
い
著
作
者
に
比
し
有
利
な
地
位
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
基
本
法

三
条
一
項
の
法
の
下
の
平
等
の
原
理
に
反
す
る
し
、
ま
た
報
酬
請
求
権
の
行

使
を
著
作
者
み
ず
か
ら
な
す
こ
と
が
で
き
ず
、
管
理
団
体
に
よ
っ
て
の
み
な

し
う
る
と
し
た
こ
と
は
、
職
業
従
事
の
自
由
に
関
す
る
基
本
法
一
二
条
に
抵

触
す
る
疑
い
が
濃
い
。

以
上
の
違
憲
問
題
を
度
外
視
し
て
も
、
な
お
解
決
さ
れ
な
い
問
題
が

残
る
。
そ
れ
は
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
買
主
の
う
ち
、
私
的
利
用
の
た
め

の
音
楽
著
作
物
の
テ
l
プ
録
音
を
し
な
い
者
に
対
し
て
も
、
最
終
的
に
は
報

酬
支
払
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
製

作
者
の
報
酬
支
払
額
は
、
こ
の
機
器
の
販
売
価
格
の
中
に
く
み
こ
ま
れ
て
買

主
に
転
嫁
さ
れ
る
か
ら
実
質
的
な
損
害
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま

た
こ
の
機
器
の
買
主
の
う
ち
音
楽
著
作
物
の
私
的
テ
l
プ
録
音
を
行
な
う
者

に
つ
い
て
も
、
販
売
価
格
の
中
に
く
み
こ
ま
れ
た
製
作
者
の
報
酬
支
払
額
を

著
作
物
利
用
の
対
価
と
し
て
購
入
の
際
に
支
払
っ
た
も
の
と
解
す
れ
ば
、
こ

れ
を
認
め
る
こ
と
も
あ
る
い
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
(
も
っ
と
も
五
三
条

一
項
が
著
作
物
の
私
的
利
用
自
由
の
原
則
を
と
っ
て
い
る
以
上
、
こ
れ
に
も

し
か
し
な
が
ら
買
主
の
う
ち
、
音
楽
著

問
題
は
な
い
と
は
い
え
な
い
)
。

作
物
の
テ
l
プ
録
音
を
し
な
い
者
に
対
し
て
著
作
者
報
酬
の
く
み
こ
ま
れ
た

販
売
価
絡
で
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
を
売
る
こ
と
は
明
ら
か
に
不
当
で
あ

る
。
著
作
物
の
利
用
を
し
な
い
者
に
著
作
者
へ
の
報
酬
支
払
を
強
制
す
る
こ

と
は
許
さ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
に
対
し

て
立
法
者
は
、
音
楽
の
私
的
録
音
に
適
し
た
テ
l
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
購
入

者
の
中
で
、
占
有
期
間
中
こ
れ
を
利
用
し
て
放
送
や
レ
コ
ー
ド
か
ら
転
写
す

る
こ
と
の
決
し
て
な
い
と
断
言
し
う
る
者
は
ま
ず
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
と
の

北法17(2・108)278



私的利用を目的とする音楽著作物のテープ録音

(
4
)
 

解
答
を
用
意
し
て
い
る
ο

だ
が
、
そ
う
言
い
切
っ
て
よ
い
も
の
か
甚
だ
し
く

疑
問
で
あ
る
。
テ
i
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
普
及
に
よ
る
著
作
者
の
経
済
的
利

益
の
減
少
を
防
ご
う
と
し
た
立
法
者
の
努
力
は
多
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
あ
ま
り
に
も
技
巧
に
す
ぎ
、
か
え
っ
て
問
題
の
木
質
を
見
失
っ
て
い
る

と
の
批
判
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
の
倹

討
の
必
要
性
、
が
痛
感
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
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両
院
協
議
会
も
こ
の
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
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Uber die Tonbandaufnahme zum 

persりn1ichenGebrauch 

Masao HANDA 
a. o. Prof. (Immaterialguterrecht) 
Universitat Hokl日 Gakuen

Das neue Urheberrechtsgesetz der BundesrepubJik Deutsch-

land vom 9. September 1965 enthalt in ~ 53 Abs. 5 die 

folgende Regelung : 

円1stnach der Art eines Werkes zu erwarten， dass es 

durch Aufnahme von Funksendungen auf Bild-oder Ton-

trager oder durch Ubertragung von einem Bild-oder Ton-

tr討gerauf einem anderen zum persりnlichenGebrauch ver-

vieIf討ltigtwird， so hat der Urheber des Werkes gegen 

den HerstelIer von Geraten， die zur Vornahme solcher 

Vervielfaltigungen geeignet sind， einen Anspruch auf 

Zahlung einer Vergutung fur die durch die Verausserung 

der Gerate geschaffene Moglichl臼it，solch Vervierfaltig-

ungen vorzunehmen.....・H ・-“

1n diesem Heft erforscht der Verfasser davon， wie diese 

Vorschrift gebildet ist. 
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